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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20232023 33
会員数924名会員数924名

▲高速ジェット船「春の季節運航」　（3月3日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.30％（令和 5 年 3月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

令和5年3月1日現在令和5年3月1日現在

◇第５回常議員会を開催
　令和４年度予算を 1 億７７万円に補正
◇令和4年度
　新入会員紹介
◇LOBO１月結果
　業況は４カ月ぶり悪化　～先行きは厳しい見方続く～
◇潮流を読む
　新ＮＩＳＡによる資産所得倍増への期待と課題
◇トレンド通信
　富裕層向けビジネスについて考えてみる
◇中小企業のセキュリティ対策
　２０23年版の10大脅威を公表
◇職場のかんたんメンタルヘルス
　～比較を避ける～



会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 3 月 10 日（2）

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

　館山商工会議所では会員サービスの一環と
して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで
います。
　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ
て代行いたしまます。
　この機会にぜひ財
形制度の導入をご検
討いただき、当所の
事務代行で財形をス
タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン

第５回常議員会を開催

令和４年度予算を１億７７万円に補正
第 5 回常議員会が、2 月 28 日（火）に開催さ

れ、令和 4 年度の一般会計・特別会計収支補正予

算について審議され、承認されました。それによ

ると総体で当初予算（102,367,360 円）に対し、

100,773,126 円と補正されました。

　内訳は、一般会計で当初予算（38,319,000 円）

に対し、補正予算額 39,302,005 円、中小企業

相談所特別会計は当初予算（37,300,000 円）に

対し、補正予算額 33,171,133 円、会館運営特

別会計は当初予算（9,718,360 円）に対し、補

正予算額 9,318,651 円、共済事業特別会計は当

初予算（15,600,000 円）に対し、補正予算額

18,411,337 円、特定商工業者法定台帳特別会計

は当初予算（1,430,000 円）に対し、補正予算

570,000 円となりました。



会 議 所 だ よ り
（3）令 和 5 年 3 月 10 日

令和4年度 新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会員】 館山市倫理法人会 小林　剛 八幡 721-1 経営者による経営者のための
研修運営

〃 船形倉庫 佐生かおり 船形 1422-6 ギャラリー＆カフェ
英会話スクール

〃 ㈲秋山工業 秋山　崇 館山 1453-1 工作機械加工業

〃 ma_couleur
（マ クルール） 井上　歩 北条 2717-2-2 エステサロン

サブルアート

〃 mon Réve Tateyama
（モン レーヴ タテヤマ） 島田　孝之 北条 2570-12 レストラン

〃 OZ（オズ） 青木啓明 北条 2550-10
TG ビル２F 飲食業

〃 ㈱カリカリーナ 佐藤尚起 神余 4427-26 猫の爪とぎ製造・販売

〃 （一社）SUN ＆ RICE 新田綾子 神余 4190 障害福祉サービス（居宅介護）

〃 Dearest（ディアレスト） 庄子美奈子 大網 2550-81 飲食業

〃 DIYlife（ディーアイワイライフ）
館山営業所 三瓶智詞 北条 1057-2F 空き家再生事業

〃 AWA café（アワカフェ） 細見卓史 大神宮 566-5 アパレル製造・小売
カフェ・ケータリング業務

〃 （同）アルコ 沖　浩志 大戸 37 ジビエ解体、卸売

〃 （同）CJC システムズ 神津陽一 北条 1858-5 ソフトウェア開発

〃 ㈱ビークイック
イオンタウン館山店 竹之内俊輝 八幡 545-1

イオンタウン館山 1F フィットネス・美容

〃 アムスホテル館山㈱
館山リゾートホテル 徳原淳子 小沼 352 旅館業

〃 ㈱館山家守舎 本間裕二 北条 1880-1
房州第一ビル 5 階

遊休不動産を利用した
エリアマネジメント事業他

〃 SHIMADa（シマダ） 島田勇太 亀ヶ原 992-2
フラッツ 101

解体業・樹木伐採
残置物撤去他

〃 ＪＭＳ㈱ 細川洋海 岡田 471-1 キャンプ場運営
サーフショップ経営他

〃 ㈱赤沼商事 赤沼　豊 北条 313-4 海産物卸他

【特別会員】 ㈱千倉館 鈴木俊一郎 南房総市千倉町
南朝夷 1045 旅館業

〃 ㈱御子神農園 御子神昭則 南房総市石堂 18 農業



会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 3 月 10 日（4）

日
本
商
工
会
議
所
は
1
月
31
日
、

1
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

（
早
期
景
気
観
測
）調
査
結
果
を
発

表
し
た
。1
月
の
全
産
業
合
計
の

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、前
月
と
同
じ
▲
18
・

4
で
、先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲

19
・
8（
今
月
比
マ
イ
ナ
ス
1
・
4

㌽
）。業
種
別
で
は
、建
設
、小
売
で

改
善
し
た
も
の
の
、
製
造
、
卸
売
、

サ
ー
ビ
ス
で
は
業
況
が
悪
化
し

た
。ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
北
海
道
、

東
北
、関
西
、四
国
で
改
善
し
、関

東
は
横
ば
い
。北
陸
信
越
、
東
海
、

中
国
、
九
州
の
4
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

悪
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
1
月
結
果
で

は
、
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

18
・
4（
前
月
比
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

0
㌽
）と
な
り
、
横
ば
い
だ
っ
た
。

経
済
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
一

方
、原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
、
人
手
不
足
に
伴
う
人
件
費

な
ど
負
担
す
る
コ
ス
ト
は
増
加
が

続
い
て
い
る
。コ
ス
ト
増
に
見
合

う
価
格
転
嫁
も
十
分
に
行
え
て
お

ら
ず
、
中
小
企
業
の
業
況
は
横
ば

い
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
19
・

LOBO
1月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い

業
況
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い

～
先
行
き
は
厳
し
い
見
方
続
く
～

～
先
行
き
は
厳
し
い
見
方
続
く
～

8（
今
月
比
マ
イ
ナ
ス
1
・
4
㌽
）。

経
済
活
動
の
回
復
に
よ
り
、
設
備

投
資
な
ど
の
受
注
増
へ
の
期
待
感

が
建
設
業
や
卸
売
業
で
う
か
が
え

る
一
方
、業
種
を
問
わ
ず
、人
手
不

足
に
よ
る
受
注
機
会
の
損
失
や
、

高
騰
が
続
く
電
気
代
な
ど
に
よ
る

コ
ス
ト
負
担
増
を
危
惧
す
る
声
が

聞
か
れ
た
。不
安
定
な
為
替
動
向

な
ど
で
企
業
経
営
が
安
定
し
な
い

中
、
物
価
高
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン

ド
低
下
や
、
欧
米
な
ど
世
界
経
済

の
鈍
化
に
よ
る
外
需
の
さ
ら
な
る

減
退
も
懸
念
さ
れ
、
中
小
企
業
の

先
行
き
は
厳
し
い
見
方
が
続
く
。

　

業
種
別
の
動
向
の
詳
細
を
見
る

と
、建
設
業
で
は
、公
共
工
事
の
受

注
減
や
技
術
者
な
ど
の
人
材
不

足
、
建
設
資
材
価
格
の
高
騰
で
工

事
の
受
注
価
格
競
争
が
激
化
し
て

い
る
も
の
の
、
経
済
活
動
の
回
復

に
伴
う
設
備
投
資
需
要
の
増
加

や
、
住
宅
関
連
の
民
間
工
事
が
堅

調
に
推
移
し
、改
善
。事
業
者
か
ら

は
、「
受
注
数
が
伸
び
て
い
る
一

方
、専
門
的
な
技
術
者
が
不
足
し
、

工
期
遅
れ
が
発
生
。そ
の
間
に
資

材
価
格
が
上
昇
し
、
利
益
確
保
が

難
し
い
」（
建
設
工
事
）
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

製
造
業
で
は
、
円
安
緩
和
な
ど

に
よ
る
輸
入
部
品
価
格
の
低
下

や
、
部
品
な
ど
の
供
給
制
約
が
一

部
緩
和
す
る
一
方
、
外
需
減
退
に

よ
る
電
子
部
品
関
連
の
受
注
減
少

に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上

昇
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
増
が
押
し

下
げ
要
因
と
な
り
、悪
化
。

　
「
電
気
代
の
高
騰
が
顕
著
。省
エ

ネ
化
に
向
け
て
設
備
投
資
し
た

が
、コ
ス
ト
削
減
に
追
い
付
か
ず
、

収
益
を
圧
迫
」（
金
物
類
）
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。

　

卸
売
業
で
は
、
輸
送
費
や
在
庫

保
管
に
か
か
る
光
熱
費
な
ど
の
コ

ス
ト
負
担
増
に
加
え
、
消
費
マ
イ

ン
ド
の
低
下
に
よ
る
小
売
店
向
け

の
日
用
品
や
、
海
外
需
要
の
減
退

に
よ
る
電
子
部
品
関
連
の
引
き
合

い
が
減
少
し
、
悪
化
。小
売
業
で

は
、
商
店
街
や
専
門
小
売
店
で
物

価
高
に
よ
る
消
費
者
の
買
い
控
え

が
継
続
す
る
も
の
の
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
増
加
に
よ
る
免
税
品
、
高

付
加
価
値
商
品
の
需
要
増
に
加

え
、
初
売
り
が
好
調
だ
っ
た
百
貨

店
が
全
体
を
け
ん
引
し
、
改
善
し

て
い
る
。

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

館山市湊427　　　 本社 0470-22-5222

自動車買取致します自動車買取致します

協豊自動車株式会社



会 議 所 だ よ り
（5）令 和 5 年 3 月 10 日

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

「
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
資
産
所
得
倍
増
へ
の
期
待
と
課
題
」

「
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
資
産
所
得
倍
増
へ
の
期
待
と
課
題
」

　

自
由
民
主
党
・
公
明
党
が
２
０
２

２
年
12
月
16
日
に
公
表
し
た
「
令

和
５
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」

（
以
下
、
大
綱
）で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制

度（
個
人
投
資
家
の
た
め
の
税
制
優

遇
制
度
）の
抜
本
的
拡
充
・
恒
久
化

が
図
ら
れ
た
（
＝
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）。そ

の
理
由
と
し
て
、「『
資
産
所
得
倍

増
プ
ラ
ン
』の
実
現
に
向
け
、『
貯
蓄

か
ら
投
資
へ
』
の
流
れ
を
加
速
し
、

中
間
層
を
中
心
と
す
る
層
が
、
幅

広
く
資
本
市
場
に
参
加
す
る
こ
と

を
通
じ
て
成
長
の
果
実
を
享
受
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。つ
ま
り
、
資
産
所
得
倍
増
プ

ラ
ン
の
大
前
提
で
あ
る
貯
蓄
か
ら

投
資
へ
の
資
産
形
成
に
政
府
主
導

の
政
策
で
本
格
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

14
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
現
行

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
で
は
、
毎
年
１
２
０

万
円
の
非
課
税
投
資
枠
が
設
定
さ

れ
、株
式
・
投
資
信
託
な
ど
の
配
当
・

譲
渡
益
な
ど
が
非
課
税
対
象
と
な

る
。通
常
、
株
式
や
投
資
信
託
な
ど

の
金
融
商
品
に
投
資
し
た
場
合
、こ

れ
ら
を
売
却
し
て
得
た
利
益
や
受

け
取
っ
た
配
当
に
対
し
て
約
20
％
の

税
金
が
か
か
る
が
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座

（
非
課
税
口
座
）」
内
で
、
毎
年
一定

額
の
範
囲
内
で
購
入
し
た
こ
れ
ら

の
金
融
商
品
か
ら
得
ら
れ
る
利
益

が
非
課
税
に
な
る
。成
年
が
利
用
で

き
る一般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
株
式
・
投
資
信

託
な
ど
を
年
間
１
２
０
万
円
ま
で

購
入
で
き
、最
大
５
年
間
非
課
税
で

保
有
可
能
）・つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
一

定
の
投
資
信
託
を
年
間
40
万
円
ま

で
購
入
で
き
、
最
大
20
年
間
非
課

税
で
保
有
可
能
）、
未
成
年
が
利
用

で
き
る
ジ
ュニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
投
資
信

託
な
ど
を
年
間
80
万
円
ま
で
購
入

で
き
、
最
大
５
年
間
非
課
税
で
保

有
可
能
）
の
３
種
類
が
あ
る
。新
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
24
年
か
ら
の
利
用
開
始

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、23
年
末
で
現

行
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
の
買
付
が
終
了
と
な

る
。た
だ
し
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
枠
外
で

現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
非
課
税
口
座
内
に

あ
る
商
品
）の
運
用
が
継
続
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

　

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
⑴
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

制
度
の
恒
久

化
、
⑵
非
課
税
保
有
期
間
の
無
期

限
化
、
⑶
累
計
投
資
上
限
の
新
設
、

⑷
従
来
の一般 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の一
体
化
、
⑸
年
間
投
資

上
限
の
拡
大
、
⑹
累
計
投
資
枠
の

復
活
、
⑺
成
長
投
資
枠
（
従
来
の一

般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
に
お
け
る
投
資
対
象

の
制
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。上
記
⑴

と
⑵
だ
け
で
も
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
が
、
上
記
⑶
～
⑺
で
は
、

利
用
者
の
ラ
イ
フ
イ
ベン
ト
を
考
慮

し
た
資
産
形
成
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、投
資
経
験
に
応
じ
た
運
用

方
法
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、
年

間
上
限
額
が
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
以

上
に
充
足
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。例

え
ば
、上
記
⑷
で
は
、従
来
の
つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
引
き
継
ぐ
「
つ
み
た

て
投
資
枠
」、従
来
の一般 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

を
引
き
継
ぐ
「
成
長
投
資
枠
」
を

設
け
、
現
行
制
度
は
併
用
不
可
で

あ
っ
た
二
つ
の
枠
は
併
用
可
と
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
に
よ
っ

て
、
投
資
未
経
験
者
が
つ
み
た
て
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
で
投
資
を
始
め
、
投
資
経
験

を
積
ん
で
か
ら
、個
別
株
に
も
投
資

で
き
る
「
成
長
投
資
枠
」
も
併
せ
て

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。加

え
て
、
上
記
⑸
で
は
、
年
間
投
資
上

限
額
は
そ
れ
ぞ
れ
別
枠
で
設
け
ら

れ
て
お
り
、
つ
み
た
て
投
資
枠
が
年

間
１
２
０
万
円
、成
長
投
資
枠
が
年

間
２
４
０
万
円
と
な
って
い
る
。こ
れ

ら
を
併
用
す
る
こ
と
で
計
年
間
３

６
０
万
円
ま
で
の
投
資
が
可
能
と

な
る
。ま
た
、
非
課
税
保
有
期
間
の

無
期
限
化
に
よ
り
累
計
投
資
額
が

青
天
井
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

累
計
投
資
額
の
上
限
が
設
け
ら
れ

た
。累
計
投
資
額
の
上
限
は
新
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
で
１
８
０
０
万
円
、
成
長
投
資

枠
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
全
体
の
内
枠

と
し
て
１
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
上
記
⑹
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で

買
い
付
け
た
投
資
信
託
や
上
場
株

式
な
ど
の
簿
価
残
高
に
つ
き
上
限

金
額
内
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、売
却

し
た
場
合
は
、
そ
の
簿
価
の
分
だ
け

累
計
投
資
枠
が
復
活
す
る
制
度
に

な
る
。こ
の
累
計
投
資
枠
が
売
却
に

よ
り
復
活
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

は
結
婚
資
金
、住
宅
資
金
、子
ど
も

の
教
育
資
金
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
必
要
と
な
る
資
金
を
運

用
し
て
資
産
形
成
を
進
め
、一度
そ

の
資
産
を
取
り
崩
し
た
後
も
ま
た

次
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
資

産
形
成
を
再
開
す
る
と
い
っ
た
柔

軟
な
使
い
方
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

［
注
１
］。

　

他
方
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
各
利

用
者
の
資
産
形
成
目
的
に
適
合
し

た
望
ま
し
い
資
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

（
株
式
、
債
券
、
投
資
信
託
、
預
貯

金
な
ど
の
金
融
商
品
の
組
み
合
わ

せ
）・
資
産
配
分
（
各
金
融
商
品
に

割
り
当
て
る
実
際
の
投
資
額
）の
実

現
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

り
、
こ
れ
を
指
南
す
る
専
門
的
な

助
言
者（
助
言
機
関
）が
求
め
ら
れ

て
い
る
。金
融
庁
は
、
金
融
経
済
教

育
推
進
機
構（
仮
称
）［
注
２
］を
設

立
し
、金
融
経
済
教
育
の
充
実
・
強

化
と
中
立
的
な
助
言
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
役
割
を
担
う
組
織
と

し
て
機
能
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。こ

の
「
中
立
的
」
と
は
顧
客
の
立
場
に

立
ち
、
特
定
の
金
融
事
業
者
や
金

融
商
品
に
偏
ら
な
い
こ
と
と
解
釈

で
き
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。つ
ま
り
１
）
多

種
多
様
な
国
内
外
の
金
融
商
品
を

網
羅
し
、そ
れ
ら
に
付
随
す
る
リ
ス
ク

（
金
融
商
品
か
ら
期
待
さ
れ
る
収

益
の
変
動
の
度
合
い
で
あ
り
、
こ
れ

が
大
き
け
れ
ば
リ
ス
ク
は
高
い
）
を

継
続
的
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
と
、

２
）顧
客
の
生
活
、所
得
、財
産
状
況

の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
資
産
形
成
の

目
的
を
常
に
把
握
で
き
る
情
報
を

蓄
積
し
て
い
る
こ
と
の
両
方
が
必
要

と
な
り
、
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
い
て

も
中
立
的
な
助
言
を
提
供
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。利
用
者
に

対
す
る
金
融
経
済
教
育
も
、
中
立

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
研
修
も
、画
一的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
大
き
な
効
果
は
期

待
で
き
な
い
。上
記
１
）
と
２
）の
両

立
を
中
長
期
的
に
可
能
と
す
る
金

融
商
品
お
よ
び
顧
客
の
情
報
を
助

言
機
関
あ
る
い
は
金
融
機
関
に
蓄

積
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
１
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］ �

藤
原 

翼
、
是
枝
俊
悟「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
抜

本
的
拡
充
は
資
産
所
得
倍
増
を
実

現
し
う
る
内
容
」大
和
総
研
レ
ポ
ー

ト
２
０
２
２
年
12
月
21
日

［
注
２
］ �

鈴
木
金
融
担
当
大
臣
「
第
３
回
資

産
所
得
倍
増
分
科
会
配
布
資
料
」

内
閣
官
房
２
０
２
２
年
11
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
大
和
総
研

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員　
　

　
　

内
野　

逸
勢
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商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
現
場
で

議
論
を
し
て
い
る
と
、「
富
裕
層
を

相
手
に
展
開
し
た
い
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
出
て
き
ま
す
。と
こ
ろ
が
話

し
て
い
る
人
も
、
聞
い
て
い
る
私
も

富
裕
層
に
は
属
し
て
い
な
い
の
で
、な

ん
と
な
く
「
お
金
持
ち
は
こ
う
い
う

も
の
を
好
む
の
で
は
？
」
と
想
像
で

話
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、
注
目
さ

れ
て
い
る
富
裕
層
市
場
向
け
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
つい
て
、
少
し
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

野
村
総
合
研
究
所
が
２
０
２
０

年
12
月
に
公
表
し
た
調
査
［
注
１
］

に
よ
れ
ば
、
純
金
融
資
産
（
預
貯

金
、株
式
、債
券
な
ど
金
融
資
産
の

合
計
か
ら
負
債
を
引
い
た
も
の
）

を
１
億
円
以
上
保
有
し
て
い
る
個

人
や
世
帯
を
富
裕
層
と
定
義
し
て

い
ま
す
。該
当
す
る
の
は
、
５
億
円

以
上
保
有
す
る
超
富
裕
層
を
含
め

て
、国
内
に
約
１
３
２・７
万
世
帯
あ

る
と
推
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
２

０
１
８
年
の
調
査
か
ら
約
０
・
６
万

人
増
で
す
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
の
消
費
を
考

え
る
と
、
使
え
る
お
金
に
制
約
が

あ
る
人
と
の
大
き
な
違
い
は
「
選
択

肢
が
広
い
こ
と
」
で
す
。古
典
落
語

の「
千
両
み
か
ん
」で
は
、
冬
が
旬
の

温
州
み
か
ん
を
夏
場
に
食
べ
た
い
と

い
う
希
望
を
か
な
え
る
た
め
に
大

金
を
積
む
と
い
う
話
で
す
が
、
そ
れ

は
極
端
な
例
と
し
て
も
、
明
確
な

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
非
常
に
幅
広
い

選
択
肢
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
べ

る
裁
量
と
自
由
度
を
持
っ
て
い
る
の

が
、
こ
の
層
の
消
費
の
特
徴
と
い
え

ま
す
。

　
こ
の「
自
由
に
選
べ
る
こ
と
」
と
い

う
の
が
ミ
ソ
で
、
必
ず
し
も
選
ん
だ

結
果
が
豪
華
な
も
の
や
高
額
な
も

の
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う

で
す
。た
だ
、
あ
り
き
た
り
の
も
の

や
粗
悪
な
も
の
は
そ
も
そ
も
選
択

肢
に
入
ら
ず
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

の
あ
る
品
質
の
よ
い
も
の
、丁
寧
に
つ

く
ら
れ
た
心
尽
く
し
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
前
提
で
、
そ
れ
ら
で
形
づ
く

ら
れ
る
ほ
か
に
は
な
い
体
験
を
求
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
政
府
観
光
局
で
は
、
富
裕

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま

す
。そ
の
議
論
の
中
で
、
富
裕
層
を

呼
び
込
む
に
は
「
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
」

「
シ
ー
ム
レ
ス
」
と
いっ
た
対
応
が
必

要
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

国
内
の
消
費
者
を
相
手
に
す
る
よ

う
な
マ
ニュ
ア
ル
化
さ
れ
た
対
応
で

は
な
く
、そ
の
場
そ
の
場
で
、客
の
要

望
を
満
た
す
努
力
を
す
る
臨
機
応

変
な
対
応
（
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
）
や
、

特
定
の
地
域
や
特
定
の
分
野
な
ど

限
ら
れ
た
範
囲
で
は
な
く
、幅
広
く

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
な

め
ら
か（
シ
ー
ム
レ
ス
）な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。何
で

も
選
べ
る
立
場
に
あ
る
富
裕
層
に

と
っ
て
は
当
然
の
要
求
だ
と
い
え
ま

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
富
裕
層
を
意
識
し
て

高
品
質
な
も
の
や
上
質
な
も
の
を
つ

く
っ
た
り
提
供
し
た
り
す
る
と
き
、

日
本
で
は
「
一つ
の
分
野
を
と
こ
と
ん

極
め
る
」
や
「
良
い
も
の
を
出
せ
ば

説
明
は
不
要
」と
いっ
た
ス
タ
イ
ル
や

考
え
方
が
、こ
れ
ま
で
美
徳
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。例
え
ば
食
事
で
は
、

高
級
な
店
ほ
ど
客
側
に
選
択
権
が

な
く
、
提
供
側
が
内
容
や
提
供
順

を
決
め
る
「
お
任
せ
」
が
売
り
物
に

な
って
い
ま
す
。

　

富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
は
、
提
供
す

る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
相
手
の
嗜
好（
し
こ
う
）

や
文
化
を
く
ん
で
客
と
き
ち
ん
と
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
る
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
き
そ
う
で
す
。結
局
、

提
供
す
る「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
」は
手

段
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
い
か
に

個
別
で
特
別
な
体
験
を
提
供
す
る

か
が
成
功
の
鍵
に
な
り
ま
す
。

［
注
１
］�「
純
金
融
資
産
保
有
額
の
階
級
別

に
み
た
保
有
資
産
規
模
と
世
帯
数
」

（
株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
、
２

０
２
０
年
）

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員　
　

渡
辺　

和
博

「
富
裕
層
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に
よ
る

被
害
が
３
年
連
続
１
位

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）は
、
２
０
２
２
年

に
発
生
し
た
社
会
的
に
影
響
が
大

き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
事
案
に
つ

い
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野

の
研
究
者
な
ど
約
２
０
０
人
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
な
る
「
10
大
脅
威
選

考
会
」の
審
議
・
投
票
に
よ
り
ト
ッ

プ
10
を
選
出
し
、「
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
10
大
脅
威
２
０
２
３
」
と

し
て
順
位
を
決
定
し
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

　

組
織
の
順
位
で
は
、
３
年
連
続

で
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に
よ
る
被

害
」が
１
位
と
な
っ
た
。22
年
も
脆

弱（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）性
を
悪
用
し
た

事
例
や
リ
モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

経
由
で
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

事
例
が
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
情
報
の
暗
号
化
の
み
な

ら
ず
窃
取
し
た
情
報
を
公
開
す
る

と
脅
す「
二
重
脅
迫
」に
加
え
、
Ｄ

Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
（
分
散
型
サ
ー
ビ
ス

妨
害
攻
撃
）を
仕
掛
け
る
、被
害
者

の
顧
客
や
利
害
関
係
者
へ
連
絡
す

る
と
さ
ら
に
脅
す「
四
重
脅
迫
」が

新
た
な
手
口
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
の
感
染

経
路
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
、
不
正
ア
ク
セ
ス
対

策
、
脆
弱
性
対
策
な
ど
の
基
本
的

な
対
策
を
、
確
実
か
つ
多
層
的
に

適
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
取
得
や

復
旧
計
画
を
策
定
す
る
と
い
っ

た
、
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
を
想
定

し
た
事
前
の
準
備
が
重
要
で
あ

る
。

　

個
人
の
順
位
で
は
、「
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
に
よ
る
個
人
情
報
な
ど
の
詐

取
」
が
２
年
連
続
で
１
位
と
な
っ

た
。フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
は
、実
在

の
公
的
機
関
、
有
名
企
業
を
か
た

る
メ
ー
ル
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
送
信

し
、
正
規
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
模

倣
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
へ

誘
導
す
る
こ
と
で
認
証
情
報
や
個

人
情
報
な
ど
を
入
力
さ
せ
詐
取
す

る
手
口
で
あ
る
。 

フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
対
策
協
議
会
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

報
告
状
況
に
よ
る
と
22
年
の
報
告

件
数
は
約
97
万
件
と
、
21
年
の
約

53
万
件
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、一
層
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

詐
取
さ
れ
た
認
証
情
報
に
よ
る
不

正
ロ
グ
イ
ン
を
予
防
す
る
た
め
に

多
要
素
認
証
を
有
効
に
す
る
、
被

害
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
利

用
サ
ー
ビ
ス
ロ
グ
イ
ン
履
歴
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
利
用
明

細
を
日
常
的
に
確
認
す
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。

「
共
通
対
策
」で効

率
化
支
援

　

23
年
版
は
組
織
、
個
人
共
に
10

位
の
脅
威
が
入
れ
替
わ
る
の
み

で
、
９
位
ま
で
の
脅
威
の
種
類
は

22
年
版
と
同
じ
で
あ
っ
た
。し
か

し
、
組
織
10
位
に
他
の
脅
威
を
誘

発
し
か
ね
な
い
「
犯
罪
の
ビ
ジ

ネ
ス
化
（
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
）」が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

よ
う
に
、
各
脅
威
に
対
し
て
適
切

な
対
策
を
と
る
こ
と
が
引
き
続
き

求
め
ら
れ
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
今
年
新
た
に
、
多

岐
に
わ
た
る
脅
威
に
対
し
て
共
通

す
る
対
策
を
ま
と
め
て
具
体
的
に

解
説
す
る「
共
通
対
策
」を
作
成
す

る
。パ
ス
ワ
ー
ド
の
適
切
な
運
用

方
法
や
、
適
切
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト

対
応
方
法
な
ど
を
七
つ
の
項
目
に

分
類
し
て
記
載
し
、
効
率
的
な
対

策
を
支
援
す
る
。「
共
通
対
策
」
は

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威

２
０
２
３
」
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

各
脅
威
の
手
口
、
傾
向
や
対
策
な

ど
の
詳
し
い
解
説
と
と
も
に
、
２

月
下
旬
に
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。対

策
の
検
討
や
社
内
教
育
の
参
考
に

し
て
ほ
し
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和

23
年
版
の
10
大
脅
威
を
公
表



会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 3 月 10 日（8）

　

上
司
が
部
下
に
関
わ
る
際
に
は
、
比

較
が
入
る
言
葉
を
避
け
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
要
素
が
入
る

と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
く
な
る
か

ら
で
す
。

　

例
え
ば
、「
〇
〇
さ
ん
は
１
週
間
で

仕
上
げ
て
く
れ
た
か
ら
、
１
週
間
あ
れ

ば
大
丈
夫
だ
よ
ね
」
と
い
う
指
示
を
す

る
人
が
い
ま
す
。
た
だ
、
前
例
を
挙
げ

た
だ
け
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
え
て
「
○
○
さ
ん
」
の
成
果

を
引
き
合
い
に
出
す
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
比
較
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る

こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
場
合
、
余
計
な
前
置
き
は
必
要

な
く
「
１
週
間
で
お
願
い
ね
」
と
だ
け

言
え
ば
よ
い
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
際

に
「
こ
ち
ら
か
ら
期
日
を
切
る
の
は
一

方
的
で
は
な
い
か
」
と
気
に
さ
れ
る
人

も
い
ま
す
。
基
本
的
に
期
限
を
明
示
す

る
の
は
、
お
互
い
の
認
識
を
明
確
に
す

る
た
め
に
必
要
で
す
。「
難
し
そ
う
な

ら
相
談
し
て
ね
」
と
フ
ォ
ロ
ー
の
言
葉

を
添
え
れ
ば
ベ
タ
ー
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
よ
く
あ
り
が
ち
な
の
は

「
そ
れ
、
急
ぎ
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
。
こ
っ
ち
か
ら
先
に
や
っ
て
」
と

い
う
も
の
。
自
分
の
や
っ
て
い
る
仕
事

を
否
定
さ
れ
た
り
、
見
下
さ
れ
た
り
し

て
い
る
気
が
し
て
、
非
常
に
嫌
な
気
持

ち
に
な
る
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、「
こ
れ
急
ぎ

な
の
で
、
先
に
お
願
い
で
き
る
？
」
と

言
え
ば
角
も
立
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
前
任
者
や
状
況
に
関

す
る
比
較
だ
け
で
な
く
、
本
人
と
の

比
較
も
気
を
付
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
こ
の
前
、
失
敗
し
て
い
る
か
ら
、
今

回
は
頼
む
よ
」「
こ
の
前
で
き
た
の
だ

か
ら
、
楽
勝
だ
よ
ね
」
と
い
っ
た
具
合

で
す
。

　

ス
ト
レ
ー
ト
に
指
示
し
た
い
こ
と

だ
け
を
端
的
に
伝
え
る
よ
う
に
す
る

と
、
こ
う
し
た
表
現
は
避
け
ら
れ
ま

す
。

　
「
以
前
は
頼
り
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

最
近
は
よ
く
や
っ
て
い
る
ね
」
で
は
な

く
、「
最
近
、
頼
も
し
く
な
っ
て
き
た

ね
」
と
現
状
を
率
直
に
伝
え
た
い
で
す

ね
。

　

常
に
「
現
在
」、そ
し
て
「
相
手
本
人
」

に
意
識
を
向
け
る
と
、
お
の
ず
か
ら
声

掛
け
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

人
は
、
周
り
の
誰
か
と
比
べ
て
、
落
ち

込
ん
だ
り
、
優
越
感
に
浸
っ
た
り
す
る

も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
比
較
表
現

に
は
気
を
付
け
て
、
心
地
よ
い
関
係
性

を
築
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　

代
表
理
事　
　

大
野　

萌
子

「
比
較
を
避
け
る
」


